










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　最高裁への世田谷区の上告が棄却（平成22年 3 月 9 日）されたあと、上






























































































































































































































































































330　　早法 94 巻 4 号（2019）
検討が議会においてなされているとの点が欠けており、銀行税条例を立法
裁量の観点から正当化するための前提が存在しないと思われる。このよう
なことからすれば、前述のように不統一な用語について東京都が、「これ
らの用語が使われた前後関係からすれば、これらは全て銀行事業等の事業
活動量を表す意味で使われていることは明らかであ」り、条例が定める業
務粗利益の説明に誤解は生じていないとする主張は、ますます、その趣旨
が不明であるといわざるをえない。
＊私の恩師の新井隆一先生のご葬儀の帰り途、今関先生がお嬢様との日常の
ひとコマ、ふたコマを楽しそうに、私や妻に話された。院生時代の私の妻を
知っていることから、懐かしさもあり、そのような話題が出てきたのであろ
うが、ほぼ初めて見る柔やかな今関先生の姿であった。それから時間をおか
ず、突然に、ご病気ということを知らされ、そこからまた時間をおかず亡く
なられた。
　法哲学の笹倉秀夫先生が退職のご挨拶のなかで、今関先生のご逝去を教員
生活の中での最大の痛恨事であると話され、長年にわたって激務である法学
部事務の役職を負担させたことが、今関先生の健康や研究に影響を与えたの
ではないかと言われた。この発言は、身近に今関先生と接していた者に共通
する無念と反省であると思う。長期におよぶ学部執行部から退きたいとの意
向を常々もち、退けば廊下に積み残されているフランスからの資料や原書が
片付くと今関先生が話されていたことを奥様から聞いたとき、私は目を伏せ
ざるをえなかった。
　入学式において、今関先生が教務主任として新入生に語りかける内容は常
に鮮烈なものであり、静かに語りかける日常の今関先生しか知らない教職員
に驚きを与えるものであったようだ。しかし、今関憲法学を知る者にとって
は、それは、まさしく今関憲法学を語っているものであり、新入生に、これ
から諸君は異界（学問の世界）にはいってくるのだとのことを告げるもので
あった。
